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総合的な学習の時間における放送番組「メディアのめ」を活用したメディアリテラシー教育の試み 
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 日本においては、メディアリテラシー教育の普及はまだ十分ではないという指摘がある。そこで、本稿では、2012年4月に
始まった「メディアのめ」という放送番組の教材としての可能性について検討する。「メディアのめ」をみると、その活用方法
には、（1）モデル指導案にもとづいた活用、（2）1 放送を複数の時数に分けての活用、（3）1 放送の必要な部分のみを抽出し
ての活用、（4）「メディアのめ」を視聴させる授業に他の授業を組み合わせるという活用、（5）教材研究での活用という方法が
あると考えられる。また、実際に筆者が構想・実践した事例を取り上げ、「メディアのめ」を授業という複雑な文脈にいかに取
り入れるかが重要であるかということを検討した。 
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1. 問題と目的 
 
 日本においてメディアリテラシー教育が注目され始
めたのは、1990 年代後半である。その背景には、当時、
「やらせ」や暴力表現など、テレビに関する諸問題が指
摘され始めたことがある1。したがって、当初のメディ
アリテラシー教育は、テレビなどの映像メディアを扱っ
た授業が主であった2。 
 さらにその後、テレビゲーム、インターネット、携帯
電話など、様々なメディアに関する問題が指摘されるよ
うになり、そうした新たな課題に応じた授業もみられる
ようになった3。 
 また、私たちをとりまくメディア環境は、日々変化し
ている。携帯電話を例にすれば、最近では従来型の携帯
電話に変わって、より多機能のスマートフォンが普及し
始めている。そして、スマートフォン普及に伴う新たな
諸問題も指摘されるようになってきた。このような状況
においては、基礎的な事柄から最新の題材まで、メディ
アリテラシー教育のより一層の充実が求められるとこ
ろである4。 
 しかし、日本においては、メディアリテラシー教育の
普及はまだ十分ではないという指摘がある。 
 たとえば、浅井（2011）は次のようにいう。 
 
メディアリテラシー教育が広がるためには、各教科
で学習指導要領に記載される等のカリキュラム化
が必要であると考えられる。しかし、現状ではその
ようなカリキュラムが開発されておらず、メディ
ア・リテラシー教育が広がっていない。5 
 
 また、藤川（2008）は次のようにいう。 
 
学習指導要領にメディアリテラシー教育の扱いを
明記し、最新の問題を踏まえた教材を毎年学校に提
供することが必要です。できれば、教師にあまり負
担がかからない形で、どこの学級でも授業ができる
ような教材を普及させるとよいでしょう。6 
 
 これらの指摘からは、メディアリテラシー教育の充実
のためには、モデルとなりうるカリキュラムの共有や、
扱いやすい教材の開発・普及が必要であることが理解さ
れる。メディアリテラシー教育には、教科書や資料集、
あるいは指導書にあたるものが公的に用意されている
わけではない。メディアリテラシー教育に体系的に取り
組もうと思えば、自ら教材を探し、カリキュラムを創造
してゆかなければならない。また、よくみうけられる実
践のように、テレビ局などメディア関係者の協力は常に
得られるわけでもない7。メディアリテラシー教育に取
り組むためのハードルはたしかに高いといえる。 
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 こうした課題を乗り越えるための一案としては、メデ
ィアリテラシー教育で取り組むべき題材が網羅的に扱
われており、かつ手間なく気軽に扱える教材が用意され
る必要がある。もちろん、学習指導要領の改訂に期待す
るという道もあるが、それを待たず、教材の開発・普及
の試みによって解決できる面は大きいはずである。 
 他方、2012 年 4 月、NHK・E テレで「メディアのめ」
8という 10 分間の番組の放送が始まった。番組ホームペ
ージによれば、この番組は、「小学生がメディアリテラ
シーを身につけることを目的とした番組」である。また、
数ある NHK の学校向け放送番組教材の中では、総合的
な学習の時間用の教材として位置づけられている9。こ
の「メディアのめ」では、後に詳しくみてゆくが、従来
から扱われてきた内容から、比較的最近になって指摘さ
れ始めた内容までが幅広く扱われている。さらに、各放
送回は、10 分間すべてがウェブサイト上に無料で公開
されている10。アカウントの登録なども必要なく、ネッ
ト環境があれば、どこでも視聴することができる。 
 こうした特徴から、「メディアのめ」は、メディアリ
テラシー教育の普及の課題を乗り越える一助となりえ
るものだと期待される。ただし、「メディアのめ」は放
送開始からまだ日も浅い。多様な活用方法が検討される
べきであろう。そこで、本稿では、「メディアのめ」の
教材としての特徴の分析と、ある小学校の総合的な学習
の時間で実際に行った授業の報告から、どのように「メ
ディアのめ」を活用することができるかを考える。 
 
2. 「メディアのめ」の活用方法の検討 
 
 まずは、「メディアのめ」に、教材としてどのような
特徴があるのかをみてゆきたい。 
 最初に、大枠を確認しておこう。「メディアのめ」は、
男子中学生のタレントが、解説役のジャーナリスト・池
上彰氏とともに、メディアについて学習してゆくという
設定になっている。1 放送で 1 つのテーマが取り上げら
れる。1 放送の放送時間は 10 分間である。放送回は全
部で 20 回である11。 
 取り上げられるテーマにはどのようなものがあるか。
番組ホームページに記されている放送タイトル一覧を
表 1 に引用する12。 
 
表 1 「メディアのめ」の放送タイトル一覧 
放送回 タイトル 
1 学期 メディアリテラシー入門 
1 写真一枚で世界を切り取れ！ 
2 実感！ 音のちから 
3 お客の心をつかむ！ ポップの言葉 
4 工夫がいっぱい！ 新聞づくり 
5 パッケージが伝えるメッセージ 
6 発見！ グラフのちから 
7 世界とつながる！ インターネット 
2 学期 メディアの力 
8 流行をリード！ ファッション雑誌の作り方 
9 「命」をふきこむアニメーション 
10 気持ちを動かす！ CM のひみつ 
11 知ってる？ ニュース番組の舞台裏 
12 選びぬいてつなぐ！ 映像編集 
13 話の流れを作る！ 構成の工夫 
14 感動を生み出す！ ドラマの演出 
15 さがしてみよう！ 共通のイメージ 
3 学期 ネットとのつきあい方 
16 伝わる！ 上手なメールの書き方 
17 どうしてタダ？ インターネットのサービス 
18 匿名？ 本名？ インターネットでのつき合い方 
19 著作権～のせていい？ OK と NG の境目～ 
20 検索～めざせ！ リサーチの達人～ 
 
 表 1 に示されるように、「メディアのめ」では、20
種の多様なテーマが扱われている。このうち、第 1 回
で扱われる「写真」や、第 2 回の「音」、第 11 回の「ニ
ュース番組」などは、メディアリテラシー教育が注目さ
れた当初から扱われてきたテーマだといえよう。一方、
第 16 回以降のテーマなどは、比較的最近になって指摘
され始めた課題を扱ったものだといえよう。このように、
「メディアのめ」では、基礎的とされるテーマから最新
のテーマまでが、幅広く網羅されている。 
 次に、内容の扱われ方についてみてみよう。「メディ
アのめ」はわずか 10 分間の番組ではあるが、1 回で扱
われる内容は豊富である。たとえば、第 1 回「写真一
枚で世界を切り取れ！」は、「写真は、「アップ」で撮る
か「ルーズ」で撮るかで見え方が全く違う。切り取り方
で伝わることが変わることを学ぶ」13という内容が描か
れているものであるが、実際の放送では、「アップ」と
「ルーズ」のスポーツ写真の比較、スポーツカメラマン
の撮影の様子、スポーツカメラマンの撮影時のコツ、同
じ事件を撮影したねらいの異なる 2 枚の報道写真の比
較、出演の男子中学生による写真撮影の実演、解説役の
池上彰氏からの「身の回りの友達やものをねらいにあわ
せて切り取ろう！」という課題の提示、といった豊富な
内容が描かれている。他の放送回も、このように豊富な
内容が描かれる傾向にある。 
 このような特徴のある「メディアのめ」であるが、具
体的にはどのような活用の仕方がありうるだろうか。 
 第一に、モデル指導案にもとづいた活用が考えられる。
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番組ホームページには、現役教師が作成したモデル指導
案（45 分）が公開されている。その指導案は、「メディ
アのめ」の視聴を組み込んだものであり、番組視聴のね
らいや、視聴後にどういった発問をするのかといったこ
とも記されている。また、指導案に応じたワークシート
も公開されている。このモデル指導案をそのまま活用し
たり、児童の実態に併せて必要な箇所を変更したりしな
がら、授業をすることが一案である。 
 なお、モデル指導案は、1 放送につき 1 つ公開されて
いる。すなわち 20 種の異なるテーマの指導案が用意さ
れていることになる。表 1 にあるように、番組側から
は「1 学期 メディアリテラシー入門」から始まる学期
ごとの目安が示されているが、この順番に応じて 1 授
業ずつ実施してゆくことで、結果として、メディアリテ
ラシー教育として必要なテーマをかなりの程度網羅し
たカリキュラムを構想することが可能であろう。 
 第二に、10 分間の番組を複数の時数に分けての活用
が考えられる。先に確認したように、1 回の放送で扱わ
れる内容は豊富である。45 分で完結するモデル指導案
どおりの活用でなく、複数の時数に分けてより丁寧に取
り組むという活用の仕方もよいだろう。たとえば、第 1
回「写真一枚で世界を切り取れ！」では、写真というメ
ディアの特性についての理解と、実際に写真撮影を行う
ことの 2 回に分けるといったことも可能だと思われる。
あるいは、スポーツ写真を扱う回と報道写真を扱う回で
2 回に分けるということも可能であろう。 
 第三に、10 分間の番組のうち、必要な部分のみを視
聴させるという活用が考えられる。写真に関することの
中でも、特に報道写真について扱いたいと思えば、番組
のその部分だけを視聴させるということでもよいだろ
う14。 
 第四に、発展的な活用の仕方として、「メディアのめ」
視聴の授業に、他の授業を組み合わせるということが考
えられる。「メディアのめ」では内容が豊富に描かれて
いるが、そこで描かれている内容が、そのメディアに関
するすべてのことというわけではない。教師の意図によ
っては、発展的な内容や、そのメディアに従事する人と
連携するという要素などを加えることもできよう。 
 第五に、間接的な活用の仕方ではあるが、「メディア
のめ」を教材研究に用いるという活用もありうる。豊富
な内容が描かれている「メディアのめ」を視聴すること
によって、わずか 10 分間でそのメディアに関して扱う
べき内容の大枠を掴むことができる。番組視聴が、教師
自身が独自の教材やカリキュラムを開発してゆくきっ
かけとなることが期待される。 
 以上、机上においてではあるが、「メディアのめ」の
活用方法について検討した。ここでは 5 点に分けて活
用の仕方を記したが、もちろん、複数の点が組み合わさ
るということもありうるだろう。 
 
3. 「メディアのめ」を活用した授業の試み 
 
 では、実際の授業では、どのような活用が可能だろう
か。筆者が構想・実施した「メディアのめ」を活用した
メディアリテラシー教育の授業について報告し、より具
体的に活用方法を検討してゆきたい。 
 取り上げるのは、2012 年度の 5 月から 1 月まで、A
小学校 6 年を対象に、総合的な学習の時間において実
施した授業である15。表 2 に、実施した授業を示す。1
コマは40分である。0.5コマ分となっているところは、
進度の都合上、1 コマの授業を前後半に分けて実施した
ものである。 
 
表 2 A 小学校で実施した授業（実施順） 
テーマ 活用した「メディアのめ」 時数
写真 第 1 回「写真一枚で世界を切り取れ！」 2 
ポップ 第 3 回「お客の心をつかむ！ ポップの言葉」 3.5 
音 第 2 回「実感！ 音のちから」 1.5 
グラフ 第 6 回「発見！ グラフのちから」 3 
アニメ 第 9 回「「生命」をふきこむアニメーション」 5 
パ ッ ケ
ージ 
第 5 回「パッケージが伝えるメッセージ」 4 
  
 具体的な報告に入る前に、2 点の補足をしておきたい。 
 まず、筆者は実践の舞台となった A 小学校の非常勤
講師であり、6 年生 2 クラスの総合的な学習の時間を担
当していた。授業はクラス毎に行っており、指導案レベ
ルでは、同様の授業を 2 回実施している。 
 また、これらの授業は、2012 年 5 月から、1、2 週間
に 1 回程度の間隔で実施していたものである。一方、「メ
ディアのめ」が放送開始となったのは 2012 年 4 月 9 日
であり、2 週間に 1 回程度の間隔で次の回の内容の放送
がなされていた。そのため、カリキュラム構想時にすべ
ての放送回を参照することはできなかった。授業の構想
にあたっては、放送予定として掲載されていた日程やお
およその内容をたよりにしながら、すでに放送された数
回分のストックの中から活用できそうなものを選択し
てゆくという制約があった。活用している「メディアの
め」が前半の回に偏っているのは、そうした理由による。 
 ここからは、「写真」「ポップ」「アニメ」の 3 つの授
業を例に、より具体的に検討してゆきたい。 
 
3.1. 「写真」の授業 
 「写真」の授業は 2 コマ展開とした。順に、授業構
想の意図や実際、「メディアのめ」の活用方法などを記
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してゆきたい。 
 
（1）1コマ目について 
 表 2 にあるとおり、「写真」の 1 コマ目は、カリキュ
ラム全体の導入でもある。また、児童はこれまで、メデ
ィアリテラシー教育を体系的に学習したこともない。そ
のため、「メディアのめ」を視聴させるより以前に、こ
れから続くメディアリテラシー教育自体についての動
機づけが必要であると考えた。 
 そこで、情報を伝える媒体であるメディアの一例とし
て、図 1 のような掲示物を、授業開始の 1 週間前から
教室後方に予告なしに貼っておくことにした。穴埋めの
部分は、1 クラスは「◯デ◯ア」、もう 1 クラスは「メ
◯ィ◯」とした。ふたつあわせると「メディア」と正解
を導くことができる。授業のテーマを子どもたちに伝え
るにあたって、口頭で端的に伝えるのではなく、情報の
伝え方をささやかに工夫したものである16。 
 
 
図 1  謎の掲示物 
 
 1 コマ目の冒頭、この掲示物と同様に、「金曜の総合
のテーマは？」と子どもたちに問いかけると、多くの子
から「メディア」という声が挙がった17。そして、「メ
ディアとはどのようなものですか？」「この暗号（図 1）
はメディアですか？」と問いを重ね、メディアについて
子どもたちがどういった理解をしているのかを探りつ
つ、子どもたちの学習への動機を高めようと試みた。 
 そして、今回からひとつひとつメディアを取り上げて
学習してゆくことと、最初に「写真」を扱うことを伝え
た。ここですぐに「メディアのめ」の「写真」の回を視
聴させることも一案であるが、児童にとって、今回が筆
者による初授業だったこともあり、より丁寧に導入をし
てもよいのではないかと考えた。実際には、筆者の旅行
写真や、好きなものの写真などを見せるということを行
った。筆者の自己紹介を行うことと、写真から筆者に関
する情報が伝わっているということを認識させること
を意図していた。 
 そして、ここから「メディアのめ」の内容を具体的に
活用していった。番組ホームページには、あらすじが
「scene」に分けて示されている18。必要に応じて、そ
の「scene」の箇所を明示してゆきたい。 
 番組の冒頭の「scene 01」では、あるサッカー選手の
写真が紹介されている19。その写真は、敵のシュートを
防ごうとしている場面を撮影したものなのだが、その選
手の部分のみを切り取ると、あたかもダンスをしている
ように見えてしまうというものである。番組では、最初
に選手の部分のみの写真を見せ、実はこういう写真だっ
たと全体の分かる写真を見せる。授業でも、その番組の
展開にならい、子どもたちに最初に選手のみの写真を見
せ、「何をしているところでしょう」と問いかけた。番
組で池上氏とタレントが行うやりとりを模したもので
ある。そして、子どもたちに意見を出させた後、「正解
が示されている映像を見ましょう」と、「メディアのめ」
の視聴へと導き、同じ場面の写真でも、切り取り方によ
って印象が変わることを確認した。 
 次に、番組の「Scene02」20で登場する「アップ」と
「ルーズ」の異なる 2 枚の写真21を見せ、受ける印象の
違いについて記述させた。この 2 枚の写真の比較も、
番組の展開にならったものである。先と同様に、意見を
発表させた後、「メディアのめ」の該当部分を視聴させ、
撮影者が伝えたいことによって「アップ」と「ルーズ」
が使い分けられるということを確認した。さらに続けて、
スポーツカメラマンの撮影現場や撮影のコツまでが描
かれている「scene 07」まで視聴を進めた。 
 ここまでで、1 コマの授業を終了した。報道写真のあ
り方が扱われた「scene 08」「scene 09」と、撮影の実
演や課題の提示がなされる「Scene10」は、このコマで
は扱わなかった22。この 1 コマにおいては、番組の必要
な部分のみを抽出した活用方法をとったといえよう。番
組以外の内容を加えたり、児童に考えさせる場面を多く
設定したりするならば、10 分間の番組のすべてを用い
なくとも 1 コマが成立することが示唆された。 
 さて、この授業特有の「メディアのめ」の活用の仕方
について詳しくみてゆきたい。 
 まず、番組内の解説役・池上氏による中学生タレント
への問いかけを、教師の発問に変えたという点について
である。先に記述した「scene 01」と「Scene02」を扱
った部分が該当する。このようにすると、子どもたちは
同じ写真を 2 度見ることになるが、今回のように丁寧
に授業を進行したいと思った場合には、こうした方法を
とることも一案である。 
 また、授業の中で「メディアのめ」をどのようなもの
だと設定するかという点についてである。この授業では、
「メディアのめ」を、〈正解が描かれているもの〉とし
て扱った。子どもたちにもおそらくそのように認識され
たはずである。こうした設定の良し悪しは単純には語れ
ないが、少なくとも、授業の中での番組の位置づけを予
め設定しておくことは重要だといえるだろう。たとえば、
あまりに唐突に番組を見せ、さらにその後に何のフォロ
ーもしないのであれば、学習の効果は薄くなることが想
定される23。逆に、内容の斬新さを伝えたいという意図
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があるならば、あえて唐突に見せるという選択もありう
る。どういった仕方にせよ、番組をどのようなものとし
て視聴させるのかは、予め検討しておくべきであろう。 
 このように、授業の中での番組の位置づけによって、
活用の仕方も変わってくるはずである。ここでは、丁寧
さを志向した活用方法の一例が示されたことになる24。 
 
（2）2コマ目について 
 2 コマ目には、「メディアのめ」そのものからは離れ、
プロ野球チームのオフィシャルカメラマン・大高健氏を
ゲスト講師として招いての授業を実施した。 
 ゲスト講師を招きたいと考えたのは、次の理由による。 
 ひとつは、「メディアのめ」で扱われていたスポーツ
写真に関することについて、より深めたいと考えたため
である。筆者はこれまでに、大高氏と連携した授業の経
験があった。大高氏と連携することで、「メディアのめ」
で見た内容について、より具体的に学習させることがで
きるのではないかと考えた。また、そもそも長期間の授
業展開が可能な環境にあったため、1 テーマを複数時間
かけて取り組みたいとも考えていた。 
 もうひとつは、カリキュラムのできるだけ初期の段階
で、そのメディアの専門家と触れ合うという経験をさせ
たいと考えたためである。メディアリテラシー教育にお
いては、情報の受け手と送り手の双方の立場について認
識することは重要である。普段は触れ合う機会の少ない、
メディアの送り手に触れるという経験は、子どもたちの
メディアリテラシーを高める要因となると期待した。こ
れは、「メディアのめ」に他の授業を加えるとして、ど
ういった授業を加えればよいのかという指標になりう
る発想のひとつだと考えられる。 
 授業は、大高氏のカメラマンとしての仕事の実際を、
主にクイズや実演を交えながら紹介してもらうという
ものにした。 
 前半は、（1）大高氏の働くプロ野球チームには何人
のカメラマンがいるか、（2）大高氏の使用するカメラ
は何個か、いくらか、それぞれどういう特徴があるか、
（3）大高氏は 1 試合で何枚の写真を撮るか、どこで、
どうやって撮るか、（4）大高氏の写真は何に使われる
か、という内容を扱った。様々な場で目にするスポーツ
写真の裏側を伝えるということがねらいである。なお、
「メディアのめ」では扱われていない内容を積極的に取
り入れたつもりである。 
 後半は、「メディアのめ」で、写真というメディアを
読み解くための中心的な概念とされた「切り取る」とい
うことについて、大高氏なりの切り取り方を紹介しても
らった。番組では、主として「アップ」と「ルーズ」と
いう切り取り方が扱われているが、大高氏の話から発展
的かつ具体的な理解を子どもたちにしてもらいたいと
考えた。大高氏には、事前に「メディアのめ」を視聴し
てもらい、大高氏なりの切り取り方について考えをまと
めてもらった。具体的には、（1）決定的な瞬間を切り
取れるように、両目で写真を撮る25、（2）選手ごとに格
好良く見えるポイントが違うため、それぞれに応じた切
り取り方を探る、（3）選手の人間性を切り取りたいと
思っている26、といった内容を伝えてもらった。 
 本稿では、内容の是非についての議論には踏み込まず、
「メディアのめ」に関連した事柄について考察したい。 
 まず、「メディアのめ」の内容を深めたい場合、その
メディアに関わる仕事をしている人と連携するという
ことが一案として考えられる。「メディアのめ」では、
毎回、メディア関係者が登場するが、その関係者に類似
した仕事をしている人と連携することで、より多様な観
方を子どもたちに紹介することができるだろう。 
 また、今回は、大高氏に「メディアのめ」を見てもら
ったということが特徴的である。事前に、「メディアの
め」を見てもらうことで、子どもたちが学習したことや、
「切り取り」という中心的な概念について、スムーズに
理解してもらうことができた。学校関係者以外に、授業
の実際を理解してもらうことは難しいかもしれないが、
「メディアのめ」という教材があることで、共通のイメ
ージをもちやすくなると期待される。 
 
3.2. 「ポップ」の授業 
 次に、「ポップ」の授業について報告する。授業のす
べてではなく、「メディアのめ」の活用に関して、「写真」
とは異なる活用をした部分を中心に取り上げたい。 
 「ポップ」の授業では、子どもたちがポップに関する
知識を得るだけでなく、最終的にポップを制作するとこ
ろまでをひとつの単元とした。具体的には、学校の近所
にある弁当屋からの依頼を受け、弁当や惣菜のポップを
つくるという活動を企画した27。弁当屋には、事前に連
携を依頼しており、快く依頼を引き受けていただいた。 
 メディアリテラシー教育では、自分がメディアの送り
手になってみることが重要だと一般に考えられている。
以降に示すように、「メディアのめ」の視聴に、子ども
たちがメディアの送り手となる活動を加えた授業のあ
り方を探ることには、意義があるはずである。 
 
（1）1コマ目について 
 1 コマ目の授業では、まず、ポップとはどのようなも
のかということを、「メディアのめ」の「scene 03」ま
でを視聴しておさえた。また、筆者が撮影してきた実店
舗のポップも写真で紹介した。ポップを知らなかった子
でも、ポップをイメージできるようになることをねらっ
た導入である。 
 番組は、この後の「scene 04」以降、実際にポップ制
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作をしている人の仕事ぶりを追いながら、どのような意
図でポップが制作されているのかを紹介するという内
容である。ポップについての具体的な内容であり、中心
的に学習されるべき部分だと捉えられる。 
 しかし、授業では、ここですぐに「scene 04」以降の
視聴には進まず、サプライズとして、「ある方からメッ
セージが届いています」と、弁当屋の店長さんからのメ
ッセージビデオを視聴させた（図 2）。メッセージビデ
オの内容は、「メディアの学習をしている近所のみなさ
んに、ぜひポップをつくってもらいたい」というもので
ある。 
 
 
図 2 店長さんからのメッセージビデオ 
 
 ここにメッセージビデオを差し込んだのは、次の意図
による。ひとつは、制作活動への動機づけである。これ
は、ビデオの内容が示すとおりのものである。もうひと
つは、「メディアのめ」の「scene 04」以降を視聴させ、
具体的な内容について学習させてゆくための動機づけ
である。2 点目については補足をしたい。「scene 04」
以降では、ポップ制作のコツを学習することができる。
しかし、子どもたち自身がポップ制作をしないのであれ
ば、ポップ制作のコツを学習する動機が低くなってしま
うことが懸念される。そこで、制作のコツが紹介される
より以前に、制作活動への見通しをもたせ、その上で、
制作活動に活かすためにコツを学習してゆくという設
定にしようと意図した。 
 そして、その意図どおり、メッセージビデオの視聴後
に、「scene 04」以降を視聴させ、ポップ制作のコツを
おさえていった。コツをおさえるところまでで、1 コマ
目は終了となった。 
 今回の「メディアのめ」の設定は「写真」の 1 コマ
目とは異なるものである。「写真」授業では、「メディア
のめ」は、発問の〈正解が描かれているもの〉として設
定していた。「メディアのめ」を活用して、知識を覚え
させようとする面があったということもできる。一方、
今回の「メディアのめ」は、ポップ制作という〈課題を
解決するための拠りどころとなるもの〉である。こちら
は、「メディアのめ」の内容を子どもたちに活用させよ
うとする試みである。異なったふたつの活用方法が成立
しうることが示唆された。 
 
（2）2コマ目以降について 
 2、3 コマ目は、制作活動の時間とした。弁当屋の店
長さんとの相談の結果、ポップは A6 サイズの厚紙で制
作することになった。 
 制作にあたっては、「メディアのめ」で紹介されてい
るポップ制作のコツを踏まえられるよう留意した。ポッ
プ制作のコツは、主に、（1）商品の特徴をつかむ、（2）
一瞬で伝わる言葉にする、（3）お客が求めていること
を知る、の 3 点である。 
 （1）の点については、本来ならば実際に商品を食べ
てみるのがよいのだが、都合により子どもが弁当や惣菜
を食べることができなかった。そのため、実際の弁当や
惣菜を教室にもってゆくということと、それらを食べて
いる第三者が感想を語っている映像（図 3）28を筆者が
撮影しそれを紹介するという、可能なかぎりの工夫を試
みた。また、弁当屋の店長のビデオメッセージで、商品
のセールスポイントを語ってもらっていた29。そのセー
ルスポイントをポップに盛り込めるとよいと伝えた。 
 （2）の点については、番組の内容を詳しく確認する
ということで対応した。 
 （3）の点については、セールスポイントとともにビ
デオメッセージで語ってもらった、販売のターゲット30
を参考にさせることにした。 
 最終的には、ポップが仕上がり、弁当屋で実際に活用
していただいた（図 4）。仕上がったポップについては、
店長から再びビデオメッセージにて、講評とお礼が伝え
られた31。 
 
 
図 3 第三者が弁当の感想を語る映像 
 
 
図 4 店頭で活用されるポップ 
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 ここで特筆したいのは、「メディアのめ」に準じた教
材を筆者が自作したということである。この制作活動は、
「メディアのめ」で示されるポップ制作のコツを拠りど
ころとして、ポップを制作するというものである。なら
ば、やはり、そのコツの部分に対応した商品についての
情報が必要になる。ここでは、不十分な点もあるが、前
述のとおり、できるかぎり「メディアのめ」のコツに準
じた情報を子どもたちに伝えようと試みた。この試みは、
「メディアのめ」に、メディアの送り手となる活動を加
えようとする際に参考となるものだと思われる。 
 
3.3. 「アニメ」の授業 
 最後に、「アニメ」の授業での活用方法を補足してお
きたい。 
 「メディアのめ」では、「アニメ」に関しても豊富な
内容が扱われているが、一方で、すでに筆者は、アニメ
ーション制作の授業に関する研究や実践の経験があっ
た32。そのため、「メディアのめ」を参考にしつつも、
独自の教材や教具を用いて授業を構想することが可能
であった。 
 したがって、授業中に「メディアのめ」を視聴させた
のは、「scene 08」「scene 09」のみであった33。「scene 
08」では、ボールの弾む手描きアニメーションが紹介
されている。ボールの間隔を広げたところは速く動いて
いるように見え、逆に狭めたところは遅く動いて見える
というものである。また、「scene 09」では、誇張表現
の例が紹介されている。車が走ったり止まったりする手
描きアニメーションが紹介され、現実にはありえない程
度に縮んだり伸びたり描かれることによって、スピード
感を演出しているというものである。 
 これらの「scene」は、アニメーションについての理
解を深める興味深い内容である一方で、筆者自身が描く
ことが難しいものであったため、子どもたちに視聴させ
ることにした。視聴のさせ方は、前述の他の授業とは異
なり、前後の脈絡は省き、その部分のみを視聴させた。
ただし、筆者のねらいは、具体的なアニメーションを見
せることであったため、前後の脈絡がなくても授業は成
立したように思われる。授業者のねらいや授業展開、テ
ーマによっては、このように脈絡なく一部分のみ切り取
って視聴させることが可能な部分もあるはずである。 
 
4. おわりに 
 
 本稿では、「メディアのめ」の教材としての特徴の分
析と、実際に行った授業の報告から、「メディアのめ」
の活用方法について考えてきた。本稿の記述は、主観に
もとづく面が大きく、実証性に欠けるという課題はある。
一方で、「メディアのめ」の活用方法をまとめること自
体が新たな試みであり、本報告は今後の実践や研究の発
展に寄与しうるものだと思われる。 
 最後に、ここまでの考察を包括し、ひとつの観点を提
案したい。「メディアのめ」で扱われる情報は豊富であ
り、番組を視聴させるだけでも、ある程度の学習効果が
期待できる。一方で、教師が日常的に行っているような
授業の中に、「メディアのめ」をうまく組み込んでゆく
という発想も重要である。一般的に、授業は複雑な文脈
の上に成り立つものだといえる。子どもの個性、これま
での学校生活や授業、教師の思考などが多様に重なり合
って成立しうるものである。だとすれば、そうした様々
な要因を考慮した上で、「メディアのめ」をいかに授業
になじませるかという観点から、活用方法を探る必要が
あるといえよう。 
 本稿で示した種々の活用の試みは、「メディアのめ」
を授業の文脈にどう位置づけるかという試みだったと
いうことができる。本稿では、様々な工夫をしたが、そ
れらの工夫は、できるだけ、「メディアのめ」を筆者の
意図する授業構想の中に自然なかたちで取り入れよう
と考えた結果である。念のため記しておくが、何も、筆
者の工夫が唯一の望ましい活用の仕方というわけでは
ない。授業者の意図によって授業の文脈は異なるものに
なるはずであり、それぞれの文脈によって、望ましい活
用の仕方は変わるはずである。 
 それでも、様々な活用例が提案されることは、すなわ
ち、自分なりの活用方法を検討してゆくための拠りどこ
ろが増えるということになる。本稿の報告もそのように
扱われてゆくことを期待したい。 
 また、課題を一点付しておく。本稿では、「メディア
のめ」の部分的な活用方法については検討してきたが、
各テーマ間の体系性については、まったく検討していな
い。将来的に望ましいカリキュラム像を共有してゆくた
めには、そうした点についても検討してゆかねばならな
い。 
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阿部学（2012）「「授業づくり」における演出の課題―「社会
とつながる教員養成」に関する一観点として―」、藤川大祐編
『社会とつながる教員養成に関する実践的研究』、千葉大学大
学院人文社会科学研究科研究プロジェクト成果報告書、第
249 集、pp.52-60 
17 子どもたちの話を聞くかぎり、2 クラス間での交流の機会
は少なかったようである。結果として、この穴埋め問題は簡
単だったといえるが、子どもたちの頭を悩ませることをねら
いとしているわけではないので、問題はないと考えている。 
18 「写真」の回のあらすじは以下のページを参照のこと。 
http://cgi2.nhk.or.jp/school/movie/outline.cgi?das_id=D0005
180071_00000&year=2012（2013 年 2 月 3 日閲覧） 
19 こちらのページの左上の写真である。
http://www.nhk.or.jp/sougou/media/shiryou/2012_001_01_s
hiryou.html（2013 年 2 月 3 日閲覧） 
20 番組ホームページ（2013 年 2 月 3 日閲覧）では、「scene」
や「Scene」など表記がゆれている。本稿では、該当部分の表
記をそのまま記す。 
21 注 18 のページの左下の写真である。 
                                                                                
22 「scene 08」以降の内容は、毎回の授業後に配布すること
にした、その日の授業に関連した内容を記した読み物教材に
掲載した。前章で挙げた以外にも、このように、番組の内容
を授業時間以外の場で活用するという方法もありうる。 
23 「メディアのめ」に限らず、優れた放送番組は、起承転結
まで丁寧に描かれていることが多い。そのため、単に番組を
見せるだけで授業をこなすことができると考えることもでき
る。もちろん、日々の授業の中でそうした時があってもよい
かもしれないが、よりよい授業を行おうと思うのであれば、
単に見せて終わるということは避けたい。 
24 なお、広く考えれば、この授業では、冒頭の掲示物（図 1）
も「メディアのめ」を見せるための導入であったと考えること
もできる。 
25 片目でファインダーをのぞき、片目で球場の様子を確認し
ているとのことである。 
26 筆者がブログに記した「授業報告」では、この点について
次のように記している。「大高さんいわく、「野球は球のある
ところでしかドラマは生まれない。でも、オフィシャルカメ
ラマンは球のないところにもドラマを探さないといけない。
ファンが見たいものを切り取りたい」とのこと。試合の合間の
リラックスした選手、バッターボックスへ向かう前の選手の
まなざし、久々の活躍に満面の笑みの選手、などなど、大高
さんこだわりの写真たちを見せていただきました。」
http://abemanabu.jugem.jp/?eid=1001（2013年 2月 4日閲覧） 
27 「正式な依頼」という手法を参考にしている。「正式な依
頼」については、以下の文献を参照のこと。 
藤川大祐編・NPO 法人企業教育研究会著（2004）『企業とつ
くる授業』、教育同人社 
28 たとえば、大学生が「普段野菜をとることが少ないので、
うれしい」と言っている。登場する第三者らは、店長の言うタ
ーゲットにあわせた。 
29 セールスポイントは、（1）野菜中心でヘルシー、（2）冷
めてもおいしい（3）日替わりメニュー、（4）旬な野菜を使
っているのでリーズナブル、（5）塩分抑えめの家庭の味、の
5 点である。 
30 ターゲットは、（1）地域の高齢者、（2）小さな子どもを
もつ親、（3）大学生、の 3 種である。 
31 表 2 で示した 3.5 コマの 0.5 コマ分として紹介した。 
32 たとえば、以下の文献を参照のこと。 
阿部学（2011）「練馬区における手描きアニメーション制作を
題材とした授業づくりのための基礎研究―幼児・小学生・大
学生の制作事例の検討―」、授業実践開発研究、第 4 巻、
pp.65-73 
33 「アニメ」の回のあらすじは以下のページを参照。 
http://cgi2.nhk.or.jp/school/movie/outline.cgi?das_id=D0005
180079_00000&year=2012（2013 年 2 月 3 日閲覧） 
 
